
Title 国際シンポジウム : "Emotional animals, Sensible humans"
Sub Title
Author 渡辺, 茂(Watanabe, Shigeru)

Publisher 慶應義塾大学グローバルCOEプログラム人文科学分野論理と感性の先端的教育研究拠点
Publication year 2008

Jtitle 活動報告書 Vol.2, (2008. ) ,p.55- 56 
JaLC DOI
Abstract
Notes 第2章 : シンポジウム等の活動報告
Genre Research Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=KO12002002-20090300-

0055

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


14
国 際 シ ンポ ジ ウ ム
"E
motional animals, Sensible humans"

開催日
企画班

共 催

企画者
講演者

2009年2月8日-2月9日

全 体

環 境 共 生 ・安 全 シ ス テ ム デ ザ イ ン の 先 導 拠 点(塾 内 シ ス テ ム デ ザ イ ン ・マ ネ ジ メ ン

ト研 究 科)

渡 辺 茂 、 前 野 隆 司

1.Pepperberg(Harvard Univ.,USA)  S.Kuczaj(Univ. of Southern

Mississippi,USA)R.D上ane(Univ. of Arizona, USA)、 T.Canli(State

Univ. of NY,USA)S.ltakura(Kyoto Univ.,Japan),S.Umeda(Keio

Univ.,Japan)(8日)

A.Bartels(Max Planck Institute, Germany), K. Kotrschal(K.Lorenz

Institute, Austria), M.Fujihata(Tokyo Univ. of the Arts,Japan),

P.Codognet(Keio Univ.,Japan), T.Maeno(Keio Univ.,Japan),

K.Shinozuka(Keio Univ.,Japan;)(9日)

 2009年2月8、9日 にわたって本拠 点の全体 シ

ンポ ジウムが行 わ れた。 これ は昨年 の"Rational

animals, irrational humans"に 続 くもので、今 回

は 「論 理 と感 性」 の なか で特 に感 性 に重 点 を置

いた シンポ ジウムで ある。開会 に先 立ち拠点 リー

ダー が本 拠 点 の概 説 を行 った。 つ い で、 午 前 中

は 山崎特 別研 究 准教 授 の 司会 でAlexの 研 究 で著

名 なlrene. Pepperberg教 授 がEmotional animals

and sensible humans:Application to gray

parrots(情 動 的動物 と感性的人 間:オ ウム研 究か

ら)、 イ ルカ研 究 で よ く知 られてい るStan.Kuczai

教 授 がWhy do dolphins smile?Aconsideration

of dolphin emotion and emotional expression

(な ぜ イル カ は笑 うの か:イ ル カの情動 と情 動表

出)と い う講演 を行 い、動物の情動 行動 について

の議 論 を行 っ た。 昼 食 を は さん で、 午 後 は安 藤

教 授 の司 会 で 京都 大 学板 倉 教 授 がDevelopment

of mentalizing in human infants(ヒ ト 乳 児 に

お け る メ ン タ ラ イ ジ ング の 発 達)と い う講 演

でdevelopmental cyberneticsと い う 新 し い ア

プ ロ ー チ を 紹 介 し、Turhan, Canli教 授 がThe

molecular psychology of human emotionality(人

間 の情 動の分子心 理学)と して、 これ また新 しい

アプローチ を紹介 した。 この分子心理学 は分子 一

脳 一行 動 とい う枠 組み であ り、遺伝子 ですべ てが

解 明 され る とい うことではない。休 憩 をは さんで、

Richard D.LaneがLevels of emotional awareness

and the brain:Aframework that captures what

is and is not unique to human emotion(情 動 の

意 識 レベ ル と脳:な にが人 間の情動 に固有 か)と

い う正 当的な意識 レベルの段 階の概 説 を行 い、最

後 に梅 田 准 教 授 がFunctional neuroanatomy of

social emotion(社 会 的情 動 の機i能 的神 経解剖学)

と して、情 動や心 の理論 につ いての機能脳 画像研

究、神経心理 学研 究 を紹介 し、全体 討論 を行 った。

当 日は会場 が ほぼ一杯 になる参 加者が あ り、若手

研 究者 のポス ター展 示 も行 われた。 その後、懇親

会 でさ らに議論 が行 われ た。

 2日 目 は伊 澤 特 別研 究 准 教 授 の 司 会 で マ ッ

ク ス プ ラ ン ク 研 究 所 のAndreas.Bartels教 授 が

The neurobiology of love(愛 の 神 経 生 物 学)

と して 愛 情 の神 経 機 構 を 論 じ、 ロ ー レ ン ツ研

究 所 のK.Kotrschal教 授 がEmotionality and re-

lationships-about geese and humans-animal

dyads(情 動 性 と関係性:人 間 と動 物 の関係 とガ

チ ョウ)と い う講演 でガチ ョウの高次社会行 動お

よびヒ トー動 物 の 関係 につ い ての報告 を行 っ た。

午 前 中最 後 は篠 塚研 究 員 がAntagonistic effects

of vasotocin on parental behavior in convict

cichlids(コ ン ビ ク トシク リ ッ ドの親行 動 にお け

るバ ソ トシ ンの 阻害効 果)と して雌雄 ともに養育

行 動 をす る シクリ ッ ドフィ ッシュ にお ける拮 抗薬

の効果 の性 差お よびス トレスについ ての実験 を報

告 した。 なお、 コー ヒー ブ レー クで は拠 点 リー
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ダー のお 手前が披露 された。午 後 は予定 された星

特 別研究助教 が イ ンフルエ ンザのため、拠 点 リー

ダーが急 遽 司 会 を代 行 し、 まず 前 野教 授 に よる

Emotional Robots and Humans:What is emotion

of robots and humans for?(情 動 的 ロボ ッ トと人

間:人 とロボ ッ トの情 動 はなんのためか)と い う

講演 をお こない、意識 は虚構 であ るとい う議 論 を

展 開 した。 つい で慶應 義塾 大 学 デ ジ タ ルメ デ ィ

ア ・コ ンテ ンツ統合研 究機構 のPhillipe,Codognet

特 別 研 究 教 授 がLeibniz, the Art of lnvention

and Combinatorics:the dream of going beyond

rationality in Modern and Digital Art(ラ イ プ

ニ ッッ、創意 と組 合 わせ理 論 とい う芸術:合 理性

の かなた を夢 見るデ ジ タルアー ト)と して無作為

な組 み合 わせ か ら作 られ るアー トの可能性 、あ る

い は レデ ィ メー ドな どの アー トの起 源 と しての

ライ プニ ッッの論理 を紹介 した。 最後 は東京 藝術

大 学大学 院 の藤幡教 授 がUnderstanding through.

Visual Information:from a practical point of

view (視 覚 情報 理解:作 品制 作 の現場 か ら)と

して豊富 な資料 を示 しなが ら、新 しい メデ ィア に

よる新 しい芸術 の可能性 を論 じた。 その後、2日

間にわた る総合討 論 を行 い、 ビジネス ミー テ ィン

グで は参 加者全員 が このシ ンポ ジウム に基づ いて

なん らかの 出版事 業 を行 うべ きだ とい う意見 で一

致 した。 シンポジ ウム終了 後、有志 に よる私 的な

河豚晩餐 が行 われ、一 同 ヒレ酒 を楽 しんだ。

                  (渡 辺 茂)
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